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１１１１．．．．    背景背景背景背景・・・・目的目的目的目的    

    維持管理コストが削減できる無塗装橋梁として，耐候性鋼を使用し

た橋梁の建設が年々増加している．耐候性鋼は鋼材表面に保護性さび

を形成することで十分に腐食速度を遅らせることができ，無塗装で使

用できる鋼材である．しかし，飛来塩分量の多い地域では保護性さび

を形成することができず，うろこ状さびなどの好ましくないさびが形

成され，十分な防食効果が得られなくなる． 

 道 路 橋 示 方 書 で は ， 耐 候 性 鋼 材 は ， 飛 来 塩 分 量 が

0.05mdd(mg/100cm²/day)を越えない地域では，無塗装で使用できる

として，海岸線からの離岸距離を定めてその適用地域が定められて

いる．しかし，飛来塩分量は，地形，風速，風向などの環境特性に

より大きく異なることが予想される． 

 そこで本研究では，中国地方沿岸部を対象として，地形の影響を

考慮した気流解析を行い，この気流解析場に塩分粒子を投入してそ

の飛来地点を解析的に求め，飛来塩分マップを作成したので，ここ

に報告する．    

２２２２．．．．    飛来塩分飛来塩分飛来塩分飛来塩分シミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーション    

15km四方および地上 200mの空間を解析領域とし，メッシュ

間隔は，水平方向:100m，鉛直方向:10mとして気流解析から風向

と風速を設定した．この風に汀線から塩分粒子を乗せて 0.1秒刻

みで移動させ，塩分粒子が落下する地点を算出し，プロットする．

塩分粒子は 7種類の大きさに階級分けし，発生粒子の階級や高度

は乱数により決定する．解析領域内における流れ場は海上 10mの

高さにおける風速 4m/s，12m/s，16m/sを基準とし，解析領域内

の風速を比例的に減少させる．解析結果はこれらに解析領域近傍に

位置するアメダス観測点の風向風速頻度を考慮した総和とする．

Fig.1.に気流解析の結果，Fig.2に飛来塩分シミュレーションの結果を示す． 

３３３３．．．．    解析領域解析領域解析領域解析領域    

    本研究で対象とする解析領域は，中国地方 5県の沿岸部で、解析中心は広島県 11 点，岡山県 7点，島根

県 12点，鳥取県 8点，山口県 21点である．Fig.3に解析領域を示す． 

４４４４．．．．    飛来塩分量飛来塩分量飛来塩分量飛来塩分量    

    各解析領域において影響を受けると考えられる風向ごとに飛来塩分シミュレーションを行う．次に，解析

領域を 100ｍ四方のメッシュに分割し，その中に着地した塩分粒子数を集計する．このとき各解析領域に最

も近いアメダス観測点の風向風速頻度を用いて，実現象に即した飛来塩分量を算出する．この時，鳥羽・田
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Fig.1 気流解析結果 

Fig.2 飛来塩分シミュレーション結果

 

 

Fig.3 解析領域 



中 1）の海塩粒子の輸送モデルに基づいて，風速段階に応

じて飛来塩分量増加係数を考慮した値とする．Fig.4 に

鳥取県沿岸部の飛来塩分量の分布図を示す．    

５５５５．．．．    飛来塩分量飛来塩分量飛来塩分量飛来塩分量マップマップマップマップ    

    風向ごとに算出した飛来塩分量を解析地点ごとに集計

し，解析領域の重なる部分は解析地点中心部からの距離

に応じた重みをつけて飛来塩分量を算出する．さらに

ArcGIS を用いて飛来塩分濃度を地図上に表し飛来塩分

量マップを作成する． 

 この飛来塩分量マップを用いて，耐候性橋梁の架設可

能域を示す．Fig.5に鳥取県，Fig.6に岡山県の飛来塩分 

量マップを示す． 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

６６６６．．．．    結論結論結論結論    

(1) 飛来塩分シミュレーションは地域の地形特性，風向風速

頻度をよく反映しており，これを活用することにより，

耐候性鋼橋梁の架設を検討する場所における飛来塩分量

の予測，検討が可能であると思われる． 

(2)  瀬戸内海沿岸部，日本海沿岸部ともに，沿岸部から平地

が続き，山部が奥に存在するような地形では特に急斜面

において高い飛来塩分量濃度を示すことがあり注意が必

要である．さらに，日本海沿岸部においては塩分量が多

く，広く分布しているので離岸距離に関わらず，耐候性

鋼橋梁の架設には注意を要する． 

Fig.7に結論に用いた飛来塩分量マップを示す． 
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Fig.4 飛来塩分量分布図 

Fig.5 飛来塩分量マップ 鳥取県 Fig.6 飛来塩分量マップ 岡山県 

Fig.7 飛来塩分量マップ 鳥取県拡大図 


